
履修要項変更点一覧【2015（平成27）年度以前入学生対象】
変更箇所 変更内容 変更年月

【Ⅴページ】
学生に保障する基本的な資質

文言の修正 2016年3月

【76ページ】
第２部
　3.教養教育科目の教育目標および履修方
法
　・ 教養科目,選択外国語科目の予備登録に
ついて

対象科目の追加 2016年3月

【授業科目名】

　現代企業の成り立ち
　マーケティングの基礎
　企業の国際化

【開講セメスター】

　3セメ
　3セメ
　3セメ

【授業科目名】
 
　現代企業の成り立ち
　マーケティングの基礎
　企業の国際化

【開講セメスター】
 
　 2セメ
　 2セメ
　 2セメ

【83ページ】
第２部
　4.専攻科目の教育目標
　　および履修方法
　・専攻科目一覧
　　上から39行目
　　下から6行目

開講科目の追加 2016年3月

【81～83ページ】
第２部
　4.専攻科目の教育目標
　　および履修方法
　・専攻科目一覧

臨時セメ変更
不開講科目

2016年3月

【12ページ】
第１部
　4.履修登録
　・先修制
【84ページ】
第２部
　4.専攻科目の教育目標
　　および履修方法
　・先修制

科目名称の変更

【授業科目名】

　実践・放送メディアの実際と論理B
　－メディア・リテラシーを育てる－

【履修の要件となる授業科目
　　　　および単位数】

　実践・放送メディアの実際と論理A
　－メディア・リテラシーを育てる－

【授業科目名】

　放送メディア論B

【履修の要件となる授業科目
　　　　および単位数】

　放送メディア論A
2016年3月

【74ページ】
第２部
　3.教養教育科目の教育目
　　標および履修方法
　＜教養科目，選択外国語科目
　　　の予備登録について＞
（2）予備登録できる上限
　　 科目数

文言の追加 2016年3月

2016年3月

・随意科目を２科目追加

変更前 変更後

（興味・関心・態度）
人間とそれをとりまく環境について、探求心を持って具体的な課題設定がで
きる。

（興味・関心・態度）
人間とそれをとりまく環境について、探究心を持って具体的な課題設定ができ
る。

　【「（６）３年生も受講制限を行う科目」に以下の科目を追加】

　・ギリシア語Ⅰ
　・ギリシア語Ⅱ
　・ラテン語Ⅰ
　・ラテン語Ⅱ

【81ページ】
第２部
　4.専攻科目の教育目標
　　および履修方法
　・専攻科目一覧
  　専攻基礎科目群
    　選択必修科目

開講セメスターの変更

※臨時的措置により、２年生および９月卒業希望者は2016年度前期に
履修してください。
（２年生は2016年度の後期に履修することはできませんので注意して
ください。）

2016年度臨時セメ変更科目、不開講科目については2016年度科目一覧を参照してください。

(2)予備登録できる上限科目数
第1学期：７科目（通年科目を含む）　　第２学期：５科目

(2)予備登録できる上限科目数
第1学期：７科目（通年科目を含む）　　第２学期：５科目
4年次生には予備登録科目の制限はありません。
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履修要項変更点一覧【2015（平成27）年度以前入学生対象】
【14ページ】
第１部
　4.履修登録
　・履修制限単位

科目の追加 2016年4月

【39ページ】
第２部
　1-1.教養教育科目の教育
　　　目標及び履修方法
　　・選択外国語科目について
【56～59ページ】
　1-2.教養教育科目解説科目
　　　一覧
　　・言語科目

科目の追加 2016年4月

【208ページ】
第４部
　2.授業休止の取扱基準

基準の制定 2016年4月

【212ページ】
第４部
　3.証明書
　・学割証（学校学生生徒
　　旅客運賃割引証）の発行

発行限度枚数の変更 2016年4月

【216ページ】
第４部
　4.学籍と学生証
　・休学と復学

文言の追加 2016年4月

【60ページ】
第２部
　2-1..教養教育科目開設科目

教養教育科目開設科目
（科目の追加）

2017年3月

【131～133ページ】
第２部
　6.スポーツサイエンスコース

スポーツサイエンスコース
の「特別演習」の表記を、
正式名称に変更。

2017年3月

【131ページ】
第２部
　6.スポーツサイエンスコース

スポーツサイエンスコース
の「スポーツサイエンス
コース　開設科目および配
当セメスター」にグレイドナ
ンバーを追加。

2017年3月

【134ページ】
第２部
　6.スポーツサイエンスコース

「スポーツサイエンスコー
ス」ページの（２）の「健康
運動実践指導者養成校と
は」に記載している内容。

2017年3月

【200ページ】
第３部
　1.大学院経営学研究科入学ガイド

コースの削除及び追加 2017年3月

【211ページ】
第４部
　3.証明書

価格の変更 2017年3月
<2017年4月1日から変更>
Web履修要項の各学部窓口事務　「経営学部」を参照してください。
http://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

2016年度から新設
「海外英語研修」（2単位）第2セメスター配当
※１年次生・2年次生のみ履修可。

履修制限に含まれない科目に、「海外英語研修」（2単位）を追加。

2016年4月1日から新たな基準を制定しました。詳細は、本学ホームページを
参照してください。
http://www.ryukoku.ac.jp/campas_career/support/classinfo/disaster.html

年度毎に1人10枚、1回の交付枚数は1週間に2枚以内 年度毎に1人20枚、1回の交付枚数は1週間に2枚以内

疾病の場合は回復診断書

（講義17単位,実習16単位の合計33単位・受講料131,000円）を受講しなけれ
ばなりません。 （講義16単位,実習17単位の合計33単位）を受講しなければなりません。

カリキュラム紹介
【ビジネス・コース】
【日中連携ビジネス・コース】

カリキュラム紹介
募集停止に伴い【ビジネス・コース】を削除
募集停止に伴い【日中連携ビジネス・コース】を削除
コース新設に伴い【地域産業コース】を追加

＜2015年度入学生のみ対象＞
人文科学系科目（選択科目）「大学論」（配当セメ：３セメ）を新設。なお、「教養
教育科目特別講義（大学論）」修得者は受講できません。

スポーツサイエンスコース演習Ⅰ
スポーツサイエンスコース演習Ⅱ
スポーツサイエンスコース演習Ⅲ

特別演習Ⅰ
特別演習Ⅱ
特別演習Ⅲ

HP掲載の「2017年度　スポーツサイエンスコース　開設科目および配当セメス
ター」のとおり。

2 ページ



履修要項変更点一覧【2015（平成27）年度以前入学生対象】

【ⅷ～ⅸページ】
経営学部の教育課程編成・実施の方針

文言の修正 2018年3月

【ⅸページ】
経営学部の教育課程編成・実施の方針

文言の追加 2018年3月

【ⅸページ】
経営学部の教育課程編成・実施の方針

文言の削除 2018年3月

【ⅺページ】
学生に保障する基本的な資質
（英語コミュニケーション）

文言の修正 2018年3月

【15ページ】
第１部
　4.履修登録
　　・履修制限単位

履修登録制限単位数に含
まれない科目
（科目の追加）

2018年3月

2018年3月

2018年3月

【83ページ】
第２部
　4.専攻科目の教育目標および履修方法
　　・.専攻科目一覧

単位数及び記号表記の削
除

2018年3月

【91ページ】
第２部
　4.専攻科目の教育目標および履修方法
　　・プログラム科目

リンク先の削除 2018年3月

【116ページ】
第２部
　6.学部共通コースについて
　　・国際関係コース

国際関係コース開設
「Intercultural Discussion」
及び「学部共通特別講義
Ⅰ」に対する（※注１）の記
載している内容。

2018年3月

【124ページ】
第２部
　6.学部共通コースについて
　　・英語コミュニケーションコース

英語コミュニケーションコー
ス開設科目「Intercultural
Discussion」及び「学部共
通特別講義Ⅰ」に対する
（※注１）の記載している内
容。

2018年3月受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。

受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。

削除

【37ページ】
第２部
　1-1.教養教育科目の教育
　　　目標及び履修方法
　　　・必修外国語科目について

初修外国語の再履修のう
ち、「中国語Ⅰ・Ⅱ」の再履
修に関する内容。

（思考・判断）
○異なる文化や価値感を理解した上で、

（興味・関心）
○異なる文化や価値感を理解しようとする探求心を持っている。

（思考・判断）
○異なる文化や価値観を理解した上で、

（興味・関心）
○異なる文化や価値観を理解しようとする探究心を持っている。

「専門科目」、「専門演習」という文言すべて 「専攻科目」、「演習」に変更

○経営学や会計学に対する知的好奇心や関心を持てるように，1年次に必
修科目として「現代のビジネス」，「簿記入門」，「経営と情報」，「現代の企業
会計」を開講する。

○経営学や会計学に対する知的好奇心や関心を持てるように，1年次に必修
科目として「情報リテラシー」，「現代のビジネス」，「簿記入門」，「経営と情
報」，「現代の企業会計」を開講する。

○専攻科目を履修する準備段階として・・（途中省略）・・8科目を1年次･2年
次に配置

○専攻科目を履修する準備段階として・・（途中省略）・・8科目を1年次に配置

不合格となった科目の再履修クラスを選択して履修してください。
不合格となった科目の再履修クラスあるいは正規クラスを選択して履修してく
ださい。

履修制限に含まれない科目に、「英語コミュニケーションコースに所属する学
生が履修する「海外研修」（4単位）の追加

※中国語Ⅰの正規クラス（第1セメスター）が不合格になった場合は、再履修
クラスを第2セメスターに配当しているので事前登録の必要はありません。第
3セメスター以降に中国語Ⅰを履修する場合は事前登録が必要です。

削除
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